歴史地震研究会2016年度　第3回幹事会議事録
日時：2017年4月10日（月）17：00～19：00
場所：地震予知総合研究振興会会議室
出席者：松浦律子（会長）、小松原琢（副会長）、林能成、内田篤貴、宍倉正展、林豊、石辺岳男（以上、幹事）、中村操、植竹富一（以上、監査役）
1． 入退会者の承認
　3名（田中大二郎氏、沼田清氏、木下恭子氏）から入会届け、2名（蟹江康光氏、下川雅弘氏）から退会届けがあった旨の報告があり承認した。その結果、現在の会員数は309名となった。
2． 2017年大会の準備状況
· 会場として予定している「つくばイノベーションプラザ」を9/15-9/17の3日間で使用申請済み。15日研究発表会・懇親会、16日研究発表会・総会、17日巡検を行う。
· 運営補助のためのアルバイト2名×2日×10000円＝40000円の予算を計上したい。
· 懇親会はホテルグランド東雲で予約済み。60名、会費6000円、学生割引適用の予定。
· 巡検。貸切バス利用。8:30出発、鹿島・銚子方面の歴史地震や2011年東北地方太平洋沖地震に関連した場所を巡り、17:30頃つくば駅で解散予定。貸切バスの見積もりをとったところ参加費6000円、定員40名程度で実施できる見込み。これから巡検候補地を下見してコースを確定する。巡検案内作成ならびに巡検案内者は今後検討する。
· 講演プログラムは小松原副会長が中心となって編成する。
3． 2018年大会について
· 大分市で開催すべく打ち合わせを進めている。
· 9/22土〜9/24月の3連休で、会場は大分市ホルトホールの約150人収容の会議室。
· 会場を3日間使用する場合は既に予約可能。2日間の場合は今年の7月から予約可能だが、それまでに3日間の予約が入ると使えなくなる危険性あり。
· 22〜24の3日間借り、22午後に公開講演会、23-24が研究発表会・総会。25火に巡検を行うプランを第一希望として調整を進める。
· 行事委員長は関係者と調整の上、次回幹事会までに決定する。
4． 「歴史地震」の編集状況について
· 31号のオンライン版を2016年12月に公開した。
· 32号の編集状況。論説5編の査読が終わり、同1編がほぼ査読終了。資料2編、報告6編も受付完了。GW前に編集委員会内の校正、GW中に最終編集作業をして、GW明けに脱稿。発行は5月末日の予定。180ページ程度になる見込み。
· 研究会だよりの執筆を総務担当幹事に依頼する。
· mushaの規約を今号に掲載する予定。
5． 会則改正について
現在の会則の主な問題点
1. 総会決議に委任状が認められていないため、遠隔地開催で参加が難しい総会では意志表明をできない会員が多い。
2. 会員数が300名を超え、総会成立要件である「会員数の1/10」が出席できない可能性もある。
3. 会計年度が9月始まり8月締めのため、9月中旬に総会を開催するスケジュールでは会計監査や会員への事前の資料配布が困難。
4. 会則改正に必要な定足数は定められているが、その他の決議に必要な定足数は定められていない。
上記の問題点を改善するための会則改正案が総務幹事から出され、議論がなされた。
· 委任状を認める。
· 発送・集約の手間を減らすため電子メールによる委任状の可能性を探る。
· 雑誌「歴史地震」の発行スケジュールも考慮して、1ヶ月前倒しして8月始まり7月締めの会計年度とする。
· 会のホームページで事前に総会資料を提示し、それを元に委任状の意思決定ができるようにスケジュールも改める。
次回幹事会で総会に提示できる案を審議できるよう、総務幹事が会則改正案を作成する。
6． ホームページの更新などについて
· ホームページの更新、メーリングリストmushaのメンバー追加を行い、迅速な情報の提供に努めた。
· 2017年大会の周知を他学会に対して実施した。
· 「歴史地震」1−14号の電子掲載の進め方について、次回の幹事会で議論する。
7． 編集出版委員会の運営について
　林豊幹事が異動のため、次年度は委員長を継続するのは難しくなった。今年度は編集作業がほぼ終わっているのでこのまま継続する。次年度の委員長候補者を次回幹事会で決める。
８．次回幹事会の日程
　8月中旬に開催する予定だが、5月末締め切りの投稿申し込みの状況を見て、特別な対応が必要になった場合には6月末に開催する。
